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※ 休館日（※４月１日～５日までは特別図書整理期間のため休館いたします）
おはなしドライブ（11：00～11：30） ちっちゃなおはなしかい（11：00～11：20）
ユニットおりがみ教室（10：00～11：30） 生け花講座（10：30～11：30）

協力：埼玉県吉川市立図書館
　（指定管理者　㈱図書館流通センター）

　　開催日　：　毎月最終土曜日
　　　　　　　　　　　１０：００～１１：３０
　　会　場　：　喜多方市立図書館２階

　 　 　　　　　　第２閲覧室
　　　材料費　：　１００円（当日お支払ください）

●https://tosyokan.city.kitakata.fukushima.jp/ 

４月～６月の図書館スケジュール　平日９：３０～１９：００　土日祝日９：３０～１７：３０
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ききみみずきん
平成２５年春号 Vol.３

＜発行・編集＞喜多方市立図書館

指定管理者 株式会社 図書館流通センター
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【布の絵本展】
平成２５年４月２７日（土）～５月６日（月）
「布の絵本」とは、さまざまな手触りの

布でつくったさわって楽しむ絵本です。

ほんわか温かな気持ちになれる布の絵本。

ぜひさわってお楽しみください。

毎月最後の土曜日は、ユニットおりがみに挑戦！

今年で４年目に突入した大人気の教室です。

最近では小学生の参加もあり、幅広い年齢層の

みなさんで黙々と折っています。

講師は五十嵐智洋先生。

優しくゆっくり丁寧に教えて

下さいます。初めての方も

安心してご参加下さい。

全て手作りの

作品です！



喜多方の町に初めて図書館ができたのは、大正２年（１９１３年）の２月。

当時の町長、原 平蔵氏が私財を投じた私立図書館でした。

その後喜多方町への移管、第二次世界大戦中の一時休館等、

様々な曲折を経て、今年１００年を迎えました。

喜多方の町と共に歩んだ図書館の１００年を振り返ってみたいと思います。

１００年前を知る本

大正２年（１９１３）とはどんな年だったのか？

明治３７年（１９０４）に郡山から喜多方まで伸びていた岩越鉄道（今の磐越西線）が、８月には野沢まで開通しました。

大正元年の喜多方町の人口は９７０１人。まだ岩月や関柴、熊倉などの周りの村々と合併する前でした。

当時の物価は、舶来ラクダのシャツ上下で８０円。森永製菓から国内で初めて発売されたミルクキャラメルは８０粒で４０銭。

「鯉のぼり」や「海」などの唱歌、「早春賦」や「城ケ島の雨」が流行し、今でも活動している結核予防の民間団体、

日本結核予防協会が設立されました。岩波書店の創業もこの年です。また東北大学が帝国大学として日本で初めて

黒田チカら女性の入学を認めました。１１月には江戸幕府最後の将軍・徳川慶喜が７７歳で亡くなります。

翌、大正３年（１９１４）にはヨーロッパで第一次世界大戦が勃発します。

原平蔵氏とは？

安政６年（１８５９）～大正１５年（１９２６）

自由民権家として国会開設請願運動に活躍し、三方道路の建設が持ち上がると

反対運動の先頭に立ちました。郡長を告訴したために逮捕され、

喜多方事件の発端となりました。

明治２６年（１８９３）から大正６年（１９１７）、大正１０年から同１４年まで喜多方町長を務め、

岩越鉄道の敷設、喜多方中学校をはじめとする各種学校や幼稚園の設立、

図書館の建設など、現在の喜多方の基礎を築く事業を成し遂げた人物のひとりです。

『喜多方市史』 第３巻 近代・現代 通史編Ⅲ 喜多方市史編纂委員会 （L２１６－キ）

第１０巻 文化 各論編Ⅲ 喜多方市史編纂委員会（L２１６－キ）

『図説 喜多方の歴史 喜多方市史別巻Ⅰ』 喜多方市史編纂委員会／編 ２００４ （L２１６キ―１１）

『磐越西線の１００年』 瀬古龍雄・小桧山六郎／監修 ２０００ 郷土出版社（L６８６－バ）

『１００年前の女の子』 船曳由美／著 ２０１０ 講談社 （２８－フ）

『明治大正家庭史年表1868→1925』 下川耿史／編 ２０００ 河出書房新社（R２１０－メ）

図書館設立の経緯

そもそもは明治３３年（１９００）、当時皇太子であった大正天皇のご成婚に際しての

御慶事奉祝記念行事のひとつとして、図書館の設立が町会にはかられました。

設立の基本金として毎年１０円余を積み立てる事を可決しましたが、なかなか設立に至りませんでした。

大正２年（１９１３）、当時の町長であった原平蔵氏が自らの蔵書と土地建物を提供し

有志からの寄贈を併せて、２月に私立喜多方図書館として開館しました。

大正１２年（１９２3）には喜多方町に移管され、町立喜多方通俗図書館と改称しました。

ちなみに会津若松市の会津図書館は明治３７年（１９０４）、

山形県米沢市の米沢図書館は明治４２年（１９０９）の開館です。

原 平蔵氏
（出典：『図説喜多方の歴史』）



●『シザーハンズ』

【洋画】(D７７８－シ)

●『ものすごくうるさくて

ありえないほど近い』

【洋画】(D７７８－モ)

●『シャーロック・ホームズ』

【洋画】(D７７８－シ）

●『 エルモと毛布の大冒険』

【洋画】(D７７８－エ)

●『立川談志ベスト』

(C５６０－タ)

●『シャンソン

-奇跡のシャンソン名曲集-』

(C２５０－シ)

●『大吟醸』

(C２９０－ナ）

●『ドナ・サマー・ゴールド』

(C２２０－サ)

『新聞で作るナチュラルエコバッグ』
白戸啓子／著 自由国民社 ２０１３・１ （７５４－シ）

日々たまっていく新聞から、美しい風景写真やイラスト

の広告を取り出し、時には紙面そのものをデザインとし

て作成するナチュラルエコバッグ。野菜のおすそわけに

使ったら、もらう側も嬉しさ倍増ですね。プレゼントする

も良し。自分で使うも良し。全て作り方つき。

『百年法 上・下』
山田宗樹／著 角川書店 ２０１２・７（F―ヤ）

日本は敗戦の絶望の中、アメリカ発の不老技術を導入。

しかし、世代交代を促すため、不老処置を受けた者は

百年後に死ななければならないとう法律も成立される。

やがて、百年目の“死の強制”が間近に迫り…。

２０１３年本屋大賞ノミネート作品です。

『新島八重の茶事記』
筒井紘一／著 小学館 ２０１２・１２（７９１－ツ）

現代では女性の習い事のイメージの強い茶道ですが、

かつては戦国武将がたしなみ、江戸時代は武士の教養

とされてきました。この転換はいつ・どうして起こったの

か？そこに大きな役割を果たしたのは、実は晩年の新

島八重でした。知られざる茶人としての八重の足跡をた

どります。遺愛の茶道具を撮影したカラー口絵も美しい

一冊。

CD

『東北のテマヒマ 【衣・食・住】』
21_21 DESIGN SIGHT／著

マガジンハウス ２０１２・１２（５９６－ミ）

東北各地に静かに息づいてきたものづくりの伝統と技

術。東日本大震災を受けて開催された、東北の手仕事

を紹介した２つの展覧会の記録です。ひとつひとつのも

のを、カラー写真と作り手への取材に基づいて解説して

います。会津からはからむし織や三五八、桐下駄など

が紹介されています。生活のために伝えられてきた、確

かな手技の数々です。

新たに仲間入り!!

視聴覚資料

DVD

その他 こちらも新着！

＊『プロカウンセラーが教えるはじめての傾聴術』

古宮 昇／著 ナツメ社 ２０１２・１２（１４６－コ）

＊『これでスッキリ花粉症がみるみるよくなる62の対策』

福田 千晶／著 日東書院本社 ２０１３・１(４９３－コ)

＊『死の淵を見た男

-吉田昌郎と福島第一原発の500日』

門田 隆将／著 PHP研究所 ２０１２・１２(５４３－カ)

＊『こんなに使えるコンパニオンプランツ

-伝承農法に学ぶ野菜づくり』

木嶋 利男／著 家の光協会 ２０１２・９(６２６－キ)

＊『小鳥来る日』

平松 洋子／著 毎日新聞社 ２０１３・１(９１４－ヒ)

etc...

毎週木曜日に新刊が入ります！お楽しみに！！

新着図書
おすすめ

ラインナップ！



肖像画

新しい年度が始まりました。２０１３年は喜多方市立図書館にとっても記念すべき年となります。
現在の図書館建物は、４１年前の５月２２日に開館しました。そしてナン十年後、私も同じ日に誕生！　
喜多方市立図書館に運命を感じながら日々お仕事しています。　（Ｅ.Ｙ）
長くて雪の多い冬でしたね。春の訪れがことさらに嬉しく感じられます。
今年は会津五桜を巡ってみたいと思っています。（A．S）

 愛宕
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神社
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境内の顕彰碑

【編集後記】

　　　　　　　　　　　　　　　　安政５年（１８５８）、江戸の安中藩中屋敷にて病気で亡くなりました。５６歳でした。

江戸に伴って古賀
こ が

穀
こ く

堂
ど う

の門に入れて学ばせました。(出典：『図説喜多方の歴史』）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天保１２年（１８４１）３９歳の時、篠崎
しのざき

小
しょう

竹
ち く

の紹介で

　　　　　　　　　　　　安中藩主板倉
い た く ら

勝昭
かつあき

に会い、藩政の進展に貢献することが大であったと言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　七五三
し め

太
た

と名乗っていた幼いころの新島襄なども、廉斎の教えを受けた一人です。

武家屋敷奉公に出しました。主人の軍事奉行・広川庄助はその向学心を愛で、

添川
そ え か わ

　完
か ん

平
ぺ い

（廉
れ ん

斎
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）儒者

で染め物を兼業とする農家に生まれました。幼いころより学問を好み、徒弟に出され

ても読書に明け暮れ仕事に身が入らない有様に、親は家業を継がせることを断念し

一庶民から身をおこして安中
あんなか

藩
はん

（群馬県）の儒者
じ ゅ し ゃ

として賓
ひん

師
し

に招かれ、安中の三儒
さ ん じ ゅ

の一人といわれた添川
そえかわ

完
かん

平
ぺい

（廉
れん

斎
さ い

）は、享和３年（１８０３）小荒井村（喜多方市寺町）

喜多方市立図書館は、館長が変わり４月のスタートを切りました。

今まで以上により良い図書館作りをしていきます。さまざまなご意見を今後もお気軽にお寄せください。

今年１００年を迎えた喜多方市立図書館。今までの重みを受け止めながら、スタッフ一同気を引き締め、

これからも皆様に愛され続ける図書館でいる所存です。また、記念事業も企画しております。

随時、ご案内していきますのでお楽しみに。

喜多方出身の大学者の徳を称えるため、地元有志の

手により昭和１０年（１９３５）１２月に建立されました。

（喜多方市寺町 稲荷神社西）
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↓至喜多方駅




